
無欲のタイトル 
「信じられない」 
遅咲きの蕎麦屋の大将 

《第４５回九州グランドシニア》 

通算１オーバー １４５ 

那須 敬彰（グランドチャンピオン） 

 

 

 蕎麦屋の大将が勝った。「信じられない。一生に一度のゴルフができた。素晴らしいゴル

フでした。パットがよく入った」と那須が自画自賛する。これまでホームコースのグランド

チャンピオン（熊本）ではシニア３度、ミッドシニア２度の優勝があるが、対外試合では初

めての頂点である。 

 今大会に臨む前の先週、雨が降ったとは言え、ホームコースでのミッドシニアで「９０」

を叩いた。志摩シーサイドでの練習ラウンドでもパッとしない。調子は決して良くはなかっ

た。それだけに、本人も頭の中に「？」マークをいくつも作ったのである。 



 一言で表現するなら「無欲」の勝利。初日も「予選通過だけは」とティーグラウンドに立

ったのが、３８・３５の１オーバー７３で首位と１打差の３位タイスタート。最終日もバー

ディーは取れずに６、９番とボギーが２つでアウトを３８。「後ろには錚々たるメンバーば

かりだし、勝てるはずもない。ただ、諦めずに、気を抜かないようにプレーしよう。ついて

行こう」と心掛けた。そうしたら、１０番で３ｍ、続く１１番では２・５ｍと連続バーディ

ー。さらに、１４番でも３ｍを沈めて、この時点で通算パープレーにした。ところが、１７

番ショートでは６Ｉでの第１打をシャンクして、第２打はピンまで８０ヤードの難しい木

越え。「ダボを覚悟した」という５４度でのショットでカラーまで運び、何とかボギーに収

める。この一打が初Ｖを導いたと言ってもいいだろう。 

 ゴルフは熊本県菊陽町で居酒屋を経営していた３３歳から始める。仕事上、お客さんから

の誘いであった。その後、ハンディ１５を手にしてから競技ゴルフにはまる。現在は、ホー

ムコースの競技委員長を務め、仕事も夜から昼間の蕎麦屋へ変わった。４年前には「すい臓

がんの一歩手前」という大病を患い、４ヵ月入院。この間、クラブは握れなかったものの、

筋トレに励んだ成果が出た。ドライバーの飛距離が入院前の２００ヤード前後から２２０

～２３０ヤードに伸びたという。「年を取るたびに上手くなっている気がする。遅咲きです。

今はゴルフが楽しい」と相好を崩す。 

 全国大会は昨年に続き２年連続。「去年は緊張して自分のゴルフができなかった。全国は

怖い。九州チャンピオンに恥じないようなプレーをしなければ。とにかく諦めずに頑張りま

す」。昨年、香川の大会には和美夫人を同伴した。今年の広島も「牡蠣が好きな」奥さんと

一緒に大会に臨む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜志摩シーサイドＣＣ＞ 

 

 

 


